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はじめに

•在宅での輸血の必要性について

•厚生労働省「輸血業務・輸血製剤
年間使用量に関する総合的調査」
2020年度調査結果から

•今後の展望と課題について
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在宅での輸血の必要性
について
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在宅医療の推進について

https://www.nec-nexs.com/supple/medical/column/tanaka/column030.html
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地域医療構想・地域包括ケア
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https://www.asahi.com/articles/
DA3S12548788.html

http://www.shinwakai-
min.com/kyoto2hp/daimonji/17/korekara.html



在宅医療
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在宅医療
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厚生労働省「輸血業務・輸血製剤
年間使用量に関する総合的調査」

2020年度調査結果

病院外輸血
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※研修会で使用した調査結果の資料については、（一社）日本輸血・細胞治療
学会ホームページに公表されているものを編集した資料となります。
下記URLから御参照ください。

【令和３年度血液製剤使用実態調査データ集（209ページ～220ページ）】
http://yuketsu.jstmct.or.jp/wp-content/uploads/2022/07/f020b5dfa989a60687ce0a783f579139.pdf



在宅輸血の展望と課題

2023.2.3 広島県合同輸血療法委員会 10



安全で適正な輸血

•「安全な血液製剤の安定供給等に関す
る法律」いわゆる血液法の基本理念に
則り、
•血液製剤の安全性の向上
•献血による国内自給の原則と安定供給の
確保

•適正使用の推進

•血液事業における公正の確保および透
明性の向上

日本輸血・細胞治療学会HP「輸血チーム医療に関する指針」より
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施設基準
•血液製剤の使用に当たっては、

•「輸血療法の実施に関する指針」
令和2年3月改正

•「血液製剤の使用指針」
平成31年3月一部改正

•特に、血液製剤の使用に当たっては、
•投与直前の検査値の把握に努めるとともに、
•これらの検査値及び患者の病態を踏まえ、
その適切な実施に配慮されていること。

日本輸血・細胞治療学会HP「輸血チーム医療に関する指針」より 一部改変
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指針から見た適正使用

•血液製剤の使用指針
• 各製剤使用についての使用基準等

•輸血療法の実施に係る指針
• 整備すべき施設の基準

• 組織の果たすべき役割

•患者の急変にも対応できる設備・人員が必要

•患者への情報提供が必要
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在宅赤血球輸血ガイド
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在宅赤血球輸血ガイド

厚生労働省
「血液製剤使用適正化方策調査研究事業」

山形県合同輸血療法委員会
在宅輸血の手引き（案）

石川県合同輸血療法委員会
広島県合同輸血療法委員会
福岡県合同輸血療法委員会
佐賀県合同輸血療法委員会
青森県合同輸血療法委員会

東京都輸血療法研究会
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http://yuketsu.jstmct.or.jp/wp-content/uploads/2017/10/063050664.pdf



要旨

１．対象疾患：血液疾患、がん（固形がん）、慢性疾患で通院困難で在宅治
療中の貧血等

２．条件：病院で1回以上は輸血を実施し、輸血の安全性が担保されている
こと

３．インフォームドコンセントについて：在宅輸血独自の特殊性を記載した
説明書を提示し、文書で同意を得ること。

４．実施すべき検査

１）血液型：ABO（オモテ・ウラ検査併用）、RhD抗原

２）不規則抗体スクリーニング：間接抗グロブリン試験による検査は必須

３）交差適合試験：間接抗グロブリン試験による検査は必須 ＊自施設
で実施不可能な場合は、衛生検査所（検査センター）等の検査機関で実施。

４）輸血後感染症対策：輸血前検体保管、輸血後感染症検査。使用済み
バッグ保管が望ましい。
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要旨

５．患者付添人の配置：輸血開始時から輸血後数時間（可能であれば
翌日）まで観察を担当する医療者以外の成人（患者家族など）を置く
こと

６．血液製剤注文時の注意

１）患者確認：本人確認

２）検査結果の確認：血液型確認、血液製剤の使用指針に則った適
応に準じる。

３）血液製剤投与量の決定：日本赤十字社作成の輸血用血液製剤一
覧の利用。

４）血液製剤保管設備について：温度管理が必要
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要旨
７．輸血実施：血液製剤の使用指針、輸血療法の実施に関する指針に準じて実施す
る

１）患者確認：本人確認

２）血液製剤の確認：血液型・交差適合試験の検査結果、製造番号・有効期限の
確認、外観検査

３）輸血前に患者確認（確認すべきバイタルサイン：体温、脈拍、血圧、酸素飽
和度）

４）輸血速度：開始15分間は1mL/分、その後は患者の状況に応じて5mL/分まで速
度を上げることができる。

５）輸血中～終了時の有害事象有無の観察と記録（輸血開始時、5分後、15分後、
終了時）。

６）輸血開始後に観察または患者が訴える症状は、本文を参照。

７）輸血開始後早期～6時間以内に診断される重篤な有害事象は本文を参照。

８．輸血後

１）患者宅を退出した後にも有害事象が発症し得るので、緊急時連絡先を明示す
る。

２）輸血翌日～数か月後にもみられる有害事象は本文を参照。
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同意説明書・同意書
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「在宅赤血球輸血ガイド」を
施設内で周知しているか
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在宅血小板輸血ガイド
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現在、パブリックコメント募集中（～2月12日）

日本輸血・細胞治療学会ホームページ

＞医療関係者の方へ

＞パブリックコメント

http://yuketsu.jstmct.or.jp/medical/public_comment/



在宅輸血の課題

•輸血の適応疾患

•製剤の搬送
•温度管理

•不適合輸血を避ける
•輸血検査について

•輸血副反応への対応
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温度管理された血液製剤の搬
送

http://fftc.fujifilm.co.jp/products/systemt/blood/index.html
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輸血検査について

•指針
•自施設で検査を実施することが可能な
こと

•血液型、不規則抗体検査
•委託検査所室への委託が可能
•不規則抗体検査（間接抗グロブリン
法）

•交差適合試験
•委託検査室に委託できない地域がある
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地域連携の構想

•目指すは 感染管理の地域連携システム

•中核的病院
認定医＋認定検査技師＋認定看護師

•連携病院（中核的病院から離れた地域）
輸血検査の研修を積んだ検査技師＋認定
看護師

•地域の小規模病院・診療所・病院外輸血

•連携の中心的役割は
検査技師＋認定看護師
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まとめ
チーム医療としての輸血療法
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医療従事者の役割

看護師

検査技師

薬剤師

医師

• 患者の観察

• 輸血療法の実施

• 確実な検査

• 検査結果に基づく適

切な製剤選択

• 適正な輸血療法

• 有害事象への対応
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学会認定資格取得者の役割

学会認定・

輸血看護師

認定輸血検査

技師

認定医

• 組織的教育

• 模範となる

• 技術の継承

• 高精度な検査

• 学問的裏付

• 医師教育
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輸血チーム医療について
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日本輸血・細胞治療学会HP「輸血チーム医療に関する指針」より
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ご清聴ありがとうござ
いました
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